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１．研究計画の概要 
作用素環論において、自己同型群や群作用の
研究は中心的な話題の一つである。離散群の
作用の解析は様々な進展があったが、連続群
についてはまだ不明な部分が多い。特にコン
パクト群の場合は離散群の作用の解析の手
法が適用できると思われるので、コンパクト
群の作用の分類を行う。 
 
２．研究の進捗状況 
通常の群の作用の分類で、私は Evans-岸本に
よ っ て 発 展 さ せ ら れ た C^* 環 で の
intertwining argument が単射的因子環でも 
適用できることを明らかにし、特別な場合で
はあるが群作用の分類の簡明な証明を与え
た。 
また単射的 II_1 型因子環への有限群の外部
的な余作用の一意性も証明した。この議論の
一部は以下の結果にも使われている。 
単射的 II_1 型因子環コンパクト群の極小作
用の一意性はこれまで何人かの研究者が結
果のみアナウンスして、証明が発表されてい
なかったが、私は戸松玲治氏との共同研究で 
実際に一意性を証明した。実際にはコンパク
ト群を含むより大きなクラスであるコンパ
クト Kac 環の極小作用の一意性を示した。 
証明の最終段階では、上でも説明されている
intertwining agumentの一般化が用いられて
いる。 
またこの結果を応用して、戸松玲治氏と単射
的 III型因子環へのコンパクト群の極小作用
の研究を行い、不変量が自明な場合の一意性
定理も導くことができた。この系としてある
種の因子環への連結半単純コンパクトリー
群の極小作用の一意性が従う。証明の手法は

III型因子環の構造定理を用いてII型への作
用の分類に帰着させる方法である。 
前段落で説明した結果を導くためには因子
環の自己準同型の解析的性質を明らかにし
た。これは自己同型写像に対する、Connes や
河東-Sutherland-竹崎の結果の一般化であ
る。特に泉によって導入された自己準同型写
像に対する、Connes-Takesaki module や
modular 自己準同型の概念によって、解析的
な特徴付けがされることを示した。 
以上も戸松玲治氏との共同研究である。 
III 型因子環へのコンパクト群の極小作用の 
研究では作用の不変量の研究も必要になる.
この点に関連して、コンパクト Kac 環の作用
がモジュラー的になる場合に、自動的に 
コンパクト群の作用が現れることを確認し
た。 
 
３．現在までの達成度 
② おおむね順調に進捗している。 
理由としては、コンパクト群の作用の分類理
論は我々が着手する以前は、可換のケースし
か主に示されていなかったのだが、その時点
から比べると沢山の結果が明らかにされた
からである。 
 
４．今後の研究の推進方策 
III 型因子環への極小作用については、 
作用の不変量が自明でない場合を必然的に 
扱わなくてはならないが、不変量をどのよう
に定式化するかは、まだ確立された方法があ
るわけではないので、その点を明らかにする 
必要がある。また定式化においては、作用の
分類に使用できるようにしなければならな
いので、この点も留意して研究する必要があ
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ると考えている。 
 
５．代表的な研究成果 
（研究代表者、研究分担者及び連携研究者に
は下線） 
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